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設楽
したら

ダム建設事業の検証に係る検討 概要資料① 

１． 流域の概要 

① 流域の概要 

豊川
とよがわ

は、その源を愛知県北設楽郡
きたしたらぐん

設楽町
したらちょう

の段
だん

戸山
どさん

(標高 1,152ｍ)に発し、山間渓谷を流れて三河湾に注

ぐ幹川流路延長77㎞、流域面積724km2の一級河川である。 

② 河川整備方針・河川整備計画 

(1)豊川水系河川整備基本方針（平成11 年 12 月 1 日策定） 

基本高水は、昭和43年8月洪水、昭和44年8月洪水等の既往洪水について検討した結果、そのピーク

流量を石田地点において 7,100m3/s とし、このうち流域内の洪水調節施設により 3,000m3/s を調節して、

河道への配分流量を4,100m3/sとする。 

牟
む

呂
ろ

松原
まつばら

頭首工
とうしゅこう

（直下流）地点における流水の正常な機能を維持するため必要な流量は、利水の現況、

動植物の保護・漁業、塩害の防止などを考慮し、概ね5m3/sとする。 
 

(2)豊川水系河川整備計画（平成13 年 11 月 28 日策定）（平成18 年 4 月6 日一部変更） 

豊川においては、戦後最大流量（4,650m3/s）となった昭和44 年 8 月洪水が再来した場合の水位をほぼ

全川で計画高水位以下に低下させ、破堤等による甚大な被害を防止するとともに、霞堤地区の浸水被害を

軽減する。さらに基本高水相当の洪水に対しても被害の軽減を図ることを、計画対象期間における目標と

する。 

 流水の正常な機能の維持については、渇水時における河川環境の回復を図るため、牟呂松原頭首工（直

下流）地点や大野頭首工（直下流）地点における河川流量の増加に努めるものとし、その際、牟呂松原頭

首工（直下流）地点で 5m3/s、大野頭首工（直下流）地点 1.3m3/s、寒
かん

狭川
さがわ

頭首工
とうしゅこう

（直下流）地点 3.3m3/s

の利水上の制限流量を設定し、河川流量を保全する。 

③ ダムの目的及び諸元 

・目 的 － 洪水調節、流水の正常な機能の維持、かんがい用水、水道用水の補給 

・諸 元 － 形式：重力式コンクリートダム 

堤高：約129m、堤頂長：約380m、堤体積：約1,000千m3、集水面積：約62.2km2、 

総貯水容量：98,000千m3、有効貯水容量：92,000千m3  

２． ダム事業等の点検 

① 事業費及び工期 

基本計画の総事業費を基に、契約実績を反映し、

平成 23 年度以降の残事業費を対象に点検を行っ

た結果、今回の検証に用いる残事業費は約 1,822

億円とした。 

基本計画の工期を対象として残事業完成までに

必要な期間を点検した結果、事業継続になった場

合の事業完了までに必要な期間は、工事用道路の

改良工事に着手してから約11年とした。 

② 堆砂計画 

近傍類似ダムの堆砂実績データを平成 21 年ま

で延伸して点検を行った結果、現計画の堆砂容

量600万m3を上回らないことを確認した。 

③ 計画の前提となっているデータ等 

雨量データ及び流量データを点検し、今回の

検証に係る検討は、点検の結果、必要な修正を

反映したデータを用いた。 

 

 

 

 

【参考】豊川水系河川整備計画における治水対策に関する基本的な考え方と内容 

（豊川の現状と課題） 

・豊川流域は、東三河地域の中心である下流部の豊橋市、豊川市等は臨海部から内陸部にかけて工業地化や宅

地化等が進み、土地の高度利用の進展は中流部にまで及ぶ。 

・霞堤地区では浸水被害が度々発生している他、堤防の高さや幅が足りない区間や洪水を安全に流すために必

要な断面が不足している区間がある。 

（河川整備計画の目標） 

・戦後最大洪水である昭和 44 年 8 月洪水が再来した場合の水位をほぼ全川で計画高水位以下に低下させると

ともに、霞堤地区の浸水被害を軽減する。 

・さらに基本高水相当の洪水に対しても被害の軽減を図る。 

（治水対策に関する基本的な考え方） 

・下条、賀茂及び金沢の各霞堤で小堤を設置し、浸水被害の低減を図る。牛川霞については、締め切る。  

・洪水時の水位低下を図るための低水路拡幅、河道内樹木の一部伐採及び旧堤撤去を行い、設楽ダムの洪水調

節と一体となって水位を低下させる。 

・設楽ダムの建設により洪水調節を行い、洪水時の流量を低減させる。 
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図 設楽ダム貯水地容量配分図 
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図 豊川水系河川整備計画における治水対策 

整備計画 凡例
河道の掘削
築堤
背水対策(支川）

霞堤の存置
（霞小堤（暫定堤）設置）

地点 凡例
基準地点
主要地点
国管理区間（含2条7号区間）

愛知県

静岡県

設楽ダム

豊
川

豊
川
放
水
路

宇
連
川

寒
狭
川

基準地点 石田

長野県岐阜県

三重県

名古屋
○

静岡県

愛知県

豊
川

設楽ダム
●

遠 州 灘

三 河 湾
浜名湖

表 平成25年豊川における節水状況 

平成25年9月5日（木） 
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図 豊川整備状況図（平成13年時点） 

節水 期間 上水 工水 農水
 第１回 7/26～8/5 5% 5% 5%
 第２回 8/5～8/20 10% 10% 10%
 第３回 8/20～8/26 20% 20% 20%
 第４回 8/26～9/4 25% 30% 30%
 第５回 9/4～9/10 28% 40% 40%
 第６回 9/10～9/18 20% 20% 20%

寒狭川頭首工 
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３． 複数の対策案の立案及び抽出 

① 洪水調節に係る対策案の比較 

石田地点の目標流量 4,650m3/s を目標として、設楽ダムを含まない 27 案から 6 案を抽出し、設楽ダム

を含む案と併せた7案について評価を実施。 

② 新規利水（かんがい用水・水道用水）に係る対策案の比較 

利水参画者（愛知県）に確認した必要な開発量（水道用水 0.179m3/s、かんがい用水 0.339m3/s）の確

保を目標として、設楽ダムを含まない 17 案から 3 案を抽出し、設楽ダムを含む案と併せた4 案について

評価を実施。 

③ 流水の正常な機能の維持に係る対策案の比較 

牟呂松原頭首工（直下流）地点 5m3/s を確保することを目標として、設楽ダムを含まない 16 案から 3

案を抽出し、設楽ダム案と併せた4案について評価を実施。 

４． 目的別の評価 

① 洪水調節 

１）一定の「安全度」（河川整備計画の目標流量石田地点 4,650m3/s）を確保することを基本とすれば、「コ

スト」について最も有利な案は「設楽ダム案」であり、次いで、「河道掘削案」、「豊川放水路改築

案」が有利である。 

２）「時間的な観点から見た実現性」として、5 年後、10 年後に完全に効果を発揮していると想定される案

はないが、「河道掘削案」又は「豊川放水路改築案」が、他案に比べて早期に効果を発揮していると想

定される。15年後に最も効果を発現していると想定される案は「設楽ダム案」である。 

３）「環境への影響」については、「設楽ダム案」では設楽ダム建設に伴い予測される動物等への影響につ

いて必要な環境保全措置により回避・低減に努めることとしており、「持続性」、「柔軟性」、「地域

社会への影響」の各評価軸も含め、1)、2)の評価を覆すほどの要素はないと考えられ、洪水調節におい

て、最も有利な案は「設楽ダム案」であり、次いで「河道掘削案」、「豊川放水路改築案」である。 

② 新規利水 

１）一定の「目標」（利水参画者の必要な開発量 水道用水 0.179 m3/s、かんがい 0.339 m3/s）を確保する

ことを基本とすれば、「コスト」について最も有利な案は「設楽ダム案」である。 

２）「時間的な観点から見た実現性」として、5 年後、10 年後に完全に「目標」を達成することが可能とな

ると想定される案はないが、「地下水案」、「ため池案」及び「ダム再開発＋ため池案」のため池分に

ついては、段階的に水供給が可能となると想定される。15 年後に効果を発現すると想定される案は「設

楽ダム案」及び「ダム再開発＋ため池案」である。 

３）「環境への影響」については、「設楽ダム案」では設楽ダム建設に伴い予測される動物等への影響につ

いて必要な環境保全措置により回避・低減に努めることとしており、「持続性」、「地域社会への影

響」の各評価軸を含め、1) 、2) の評価を覆すほどの要素はないと考えられ、「コスト」を最も重視す

ることとし、新規利水（水道用水、かんがい）において、最も有利な案は「設楽ダム案」である。 

③ 流水の正常な機能の維持 

１）一定の「目標」（河川整備計画で目標としている流水の正常な機能の維持と既得利水安全度の向上）を

確保することを基本とすれば、「コスト」について最も有利な案は「設楽ダム案」である。 

２）「時間的な観点から見た実現性」として、5年後、10年後に完全に「目標」を達成することが可能と 

なると想定される案はないが、「地下水案」、「ため池案」及び「ダム再開発＋ため池案」のため池分

については、段階的に水供給が可能となると想定される。15 年後に最も効果を発現していると想定され

る案は「設楽ダム案」である。 

３）「環境への影響」については、「設楽ダム案」では設楽ダム建設に伴い予測される動物等への影響につ

いて必要な環境保全措置により回避・低減に努めることとしており、「持続性」、「地域社会への影

響」の評価軸を含め、1)、2)の評価を覆すほどの要素はないと考えられ、流水の正常な機能の維持にお

いて、最も有利な案は「設楽ダム案」である。 

５． 総合的な評価 

洪水調節、新規利水、流水の正常な機能の維持について、目的別の総合評価を行った結果、最も有利な案は

いずれも「設楽ダム案」となり、全ての目的別の総合評価の結果が一致した。よって、検証対象ダムの総合的

な評価の結果として、最も有利な案は「設楽ダム案」である。 

６． 聴取した主な意見の対応（学識経験者、関係住民、関係地方公共団体の長等） 

指摘事項 検討主体の考え方 

＜学識経験者＞ 
・設楽ダムが今の時代にあっても最適だということで、15 年後に
はこういうような河川維持・管理の方向に持って行きますよ。
とはっきり示すことができれば地域のコンセンサスが得られる
と思う。 

 
・豊川は上流部は急流、下流は平坦で、すごい勢いで水面高が上
がる。何よりも出てくる水の量が少ないに越したことはない。人
の命、財産を守るために、前に進んでもらいたい。利水について
は、昨年も自主節水を行っており、取水制限を行う前日に台風が
来てたまたま取水制限を行わなかったが、その台風がなければ、
8 月には大変なことになっていた。川の水を最も有効に使うこと
が求められる地域である。すべての手続きはすでに終わってお
り、しっかり前に進んでほしい。 

 
・流水の正常な機能の維持の「正常（流量）」とは何か。雨が降
ったときは水がたくさん流れて渇水期は水が流れないのが正常で
あって、ダムをつくってわざわざ１年中ある一定の量、水を流す
ことが正常なことかどうか。生物というのは例えば水がないとき
は水がないように生活してずっと生きてきた。 

 
・霞を閉めることが一番重要。設楽ダムを造ったらどうなるの
か。霞堤地点はどうなるのか示してほしい。 

 
など 

 
・今後の豊川の整備にあたっては、検証の結論に沿って適切に対応する
こととしています。 なお、設楽ダム建設事業のこれまでの経緯も踏
まえ、出来るだけ速やかに対応方針（案）をとりまとめたいと考えて
おります。 
 
・流水の正常な機能を維持するために必要な流量（正常流量）とは、舟
運、漁業、観光、流水の清潔な保持等を総合的に考慮して定められた
流量（維持流量）と、流水の占用のために必要な流量（水利流量）の
双方を満足する流量であり、適正な河川管理のために基準となる地点
において定められ、河川の流水が本来有する機能を維持するために目
標となる流量です。 
 
・豊川では人々の生活や農業や工業などのため、たくさんの水を取水し
ています。このため、豊川の一部では水枯れが発生したり、たびたび
取水が出来なくなるなどにより、流水の正常な機能を維持するために
必要な流量が大きく不足しており、河川整備計画では、川の本来持っ
ている機能を保全するため、河川流量が一定流量以下のときは取水を
制限することとしており、その不足量を補う必要があります。 
 
 
・霞堤を完全に締め切ると洪水が河道に集中して流れるため、上下流の
水位が上昇して氾濫するおそれがあります。今回の検討では、霞堤地
区を遊水地とする案として、霞堤を締め切った上で、霞堤上流部に越
流堤を設置する案を治水対策案２３として立案し検討しております。 
 

＜関係住民＞ 
・歴史的遺産である霞堤を閉め切らずに活用すべき。 
 
・受益地の節水努力や節水型機器の発達、既存施設の有効活用、
最小限の調整池の開発等で費用をかけずに対処すべきであるし、
そのことによる問題解決の可能性は高いと考える。 

 
・百年に一度という水害、本当に夢のような話だが、私はこの短
い間に 3 回～4 回水害に見舞われた経験がある。備えがなけれ
ば、本当に自然災害というのはいつ起こるかわからないので、ぜ
ひこの機会に皆さんが納得して、地元を離れた犠牲者、そうした
人たちのご恩にも報いるために、せっかくどいていただいたこの
機会にダムをつくってほしい。 

 
 
 
 
・設楽ダムにより寒狭川水系のアユも壊滅することは明らかで、
絶滅危惧種であるネコギギ、ナガレホトケドジョウも生息場所を
失う。さらに中下流域、三河湾に影響は及び、ヤマトシジミや六
条潟のアサリの稚貝も壊滅し、三河湾の環境も悪化し、漁業に大
打撃を与えることは目に見えている。環境アセスは上流部分しか
実施していないが、影響を受けることになる中下流域、三河湾を
含めて流域全体を対象に再度早急に実施することを要請する。 

 
  など 

 
・霞堤を完全に締め切ると洪水が河道に集中して流れるため、上下流の
水位が上昇して氾濫するおそれがあります。今回の検討では、霞堤地
区を遊水地とする案として、霞堤を締め切った上で、霞堤上流部に越
流堤を設置する案を治水対策案２３として立案し検討しております。 
 
・ご意見を頂きました「水源林の保全」、「節水対策」等については、
効果を定量的に見込むことが困難であるが、節水対策であれば水量の
抑制、水源林の保全であれば水源の保全が期待できるため、全ての新
規利水対策案に組み合わせることとしております。 
 
・今回の設楽ダム建設事業の検証は、「今後の治水対策のあり方に関す
る有識者会議」がとりまとめた「中間とりまとめ」を踏まえて、国土交
通省から中部地方整備局に対してダム事業の検証に係る検討を行うよう
指示されるとともに、検討の手順や手法を定めた「実施要領細目」に基
づき、予断を持たずに検討を行っています。 
 
・豊川水系設楽ダム建設事業環境影響評価書においては、調査、予測、
評価の地域及び地点について、ダム建設による環境影響を適切に把握で
きる地域及び地点として、ダム下流河川では、布里地点等として、予
測、評価を行いました。その結果、環境保全措置を行うことにより、環
境影響評価の項目について影響は小さいと評価しております。なお、布
里地点下流では、横断構造物、大きな支川流入、取排水などの外部要因
の影響が支配的になっていると考えております。また、三河湾の再生に
ついては、三河湾を含めた伊勢湾再生のための伊勢湾再生推進会議にお
いて伊勢湾再生行動計画を策定し、行政関係者だけではなく、学識者・
ＮＰＯ等の代表、各種専門家にも参加して頂き、連携・協働を図りなが
ら取り組みを行っております。 
 

指摘事項 

＜関係地方公共団体の長・関係利水者である愛知県知事からの意見＞ 
設楽ダム建設事業の検証に係る検討報告書（原案）案については、意見はありません。なお、設楽ダム建設事業に係るダム本体の工事着手に
際しては、別途事前協議を求めます。加えて、下記のとおり要望します。 
１ 県の財政的な負担の軽減を図られたい。 
２ 県内他地域における公共事業に推捗の遅れなどの影響を及ぼさないようにされたい。 
３ 水源地域の住民への生活再建対策に万全を期されたい。 

７． 対応方針（案） 

「検証要領細目」に基づき、検証に係る検討を行った結果、設楽ダム建設事業については「継続」すること 

が妥当であると考えられる。 
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抽出した治水対策案の概要 

 
対策案 

現河川整備計画 抽出した治水対策案 
(1)ダム建設を含む 

対策案 

(2) 河道処理する対策案

(1-2 案②)  

（河道の掘削） 

(3) 堤防を整備する対策案

(2-1 案⑤) 

（引堤） 

(4) 流域対策をする対策案

(3-3 案⑬) 

 （水田の保全（機能向上））

(5) ダムの有効活用をする

対策案(4-1 案⑯) 

（２ダム有効活用） 

(6) 流域で貯める対策案

(5-2 案 23) 

（３霞堤遊水地） 

(7) 河道処理する対策案

(1-7 案 26) 

(豊川放水路改築) 

概要 
設楽ダム 

＋河道の掘削 
＋３霞堤の存置 

河道の掘削 
＋3 霞堤の存置 

引堤 
＋３霞堤の存置 

河道の掘削 
＋３霞堤の存置 

＋水田の保全（機能向上） 

既設ダムのかさ上げ 
＋河道の掘削 
＋３霞堤の存置 

河道の掘削 
＋3 霞堤遊水地 

＋輪中堤 

河道の掘削 
＋３霞堤の存置 

＋豊川放水路の改築 

流量配分        

整備内容 

 
 
 
 

      

完成する

までに要

する費用 

合計：約 690 億円 

 

うち設楽ダム分残事業費 

約 420 億円（洪水調節分） 

合計：約 710 億円 

 

うち、設楽ダムの効果量

に相当する河道掘削費等 

約 440 億円 

合計：約 1,130 億円 

 

 うち、設楽ダムの効果量

に相当する引堤費等 

約 870 億円 

合計：約 750 億円 

 

 うち、設楽ダムの効果量

に相当する水田の保全（機

能向上）等 

約 480 億円 

合計：約 1,150 億円 

 

 うち、設楽ダムの効果量

に相当するダムの有効活用

等 

約 890 億円 

合計：約 1,000 億円 

 

うち、設楽ダムの効果量

に相当する３霞堤遊水地 

（開口部変更）、輪中堤等 

約 730 億円 

合計：約 710 億円 

 

うち、設楽ダムの効果量

に相当する豊川放水路改築

等 

約 440 億円 

基準地点

主要地点

三

河

湾

2,300
（2,450）

4,650
（4,650）

4,650
（4,650）

豊川

2,000
（1,800）

石
田

当
古

豊
橋

正
岡

河道配分流量（単位：m3/s）

( )内：河川整備計画
の目標流量

霞堤の

存置 霞堤の存置

霞堤の

存置

霞堤の

存置

基準地点

主要地点

三

河

湾

2,300
（2,450）

4,650
（4,650）

4,650
（4,650）

豊川

2,000
（1,800）

石
田

当
古

豊
橋

正
岡

河道配分流量（単位：m3/s）

( )内：河川整備計画
の目標流量

霞堤の

存置 霞堤の存置

霞堤の

存置

霞堤の

存置

※完成までに要する費用については、平成 23 年度以降の残事業費である。 

【設楽ダム建設】 

【河道改修（河道の掘削）】 

ダム高
約129m

ダム天端EL.448.0m
サーチャージ水位EL.444.0m

常時満水位

EL.437.0m

洪水調節容量
1,900万m3

流水の正常な機能の維
持の容量 6,000万m

3

堆砂容量600万m3

有効貯水容量
9,200万m3

最低水位

EL.377.0m

基礎地盤高

EL.319.0m

新規利水容量
1,300万m

3

（かんがい700万m
3
、

水道600万m
3
）

計画高水位

河畔林

平水位

設楽ダムを含む治水対策案

設楽ダムを含まない治水対策案

掘削幅30ｍ～100ｍ

【河道改修（河道の掘削）】 

河道掘削 

河道の掘削 

＜河道改修＞ 

＜河川整備計画＞ 

既設ダムの
有効活用 

【凡例】 

引堤 

霞堤の存置 

三

河

湾

2,050
（2,450）

4,050
（4,650）

4,100
（4,650）

豊川

1,650
（1,800）

石
田

当
古

豊
橋

河道配分流量（単位：m3/s）

( )内：河川整備計画
の目標流量

基準地点

主要地点

設楽
ダム 霞堤の

存置 霞堤の存置

霞堤の

存置

霞堤の

存置

三

河

湾

2,050
（2,450）

4,050
（4,650）

4,100
（4,650）

豊川

1,650
（1,800）

石
田

当
古

豊
橋

河道配分流量（単位：m3/s）

( )内：河川整備計画
の目標流量

基準地点

主要地点

設楽
ダム 霞堤の

存置 霞堤の存置

霞堤の

存置

霞堤の

存置

基準地点

主要地点

三

河

湾

2,450
（2,450）

4,650
（4,650）

4,650
（4,650）

豊川

1,800
（1,800）

石
田

当
古

豊
橋

正
岡

河道配分流量（単位：m3/s）

( )内：河川整備計画
の目標流量

霞堤の

存置 霞堤の存置

霞堤の

存置

霞堤の

存置

基準地点

主要地点

三

河

湾

2,450
（2,450）

4,650
（4,650）

4,650
（4,650）

豊川

1,800
（1,800）

石
田

当
古

豊
橋

正
岡

河道配分流量（単位：m3/s）

( )内：河川整備計画
の目標流量

霞堤の

存置 霞堤の存置

霞堤の

存置

霞堤の

存置

三

河

湾

2,450
（2,450）

4,650
（4,650）

4,650
（4,650）

豊川

1,800
（1,800）

石
田

当
古

豊
橋

正
岡

河道配分流量（単位：m3/s）

( )内：河川整備計画
の目標流量

霞堤の

存置 霞堤の存置

霞堤の

存置

霞堤の

存置

放水路分派
堰の改築 

遊水地及び
輪中堤 

三

河

湾

2,100
（2,450）

4,350
（4,650）

4,300
（4,650）

豊川

1,700
（1,800）

石
田

当
古

豊
橋

正
岡

河道配分流量（単位：m3/s）

( )内：河川整備計画
の目標流量

霞堤の

存置 霞堤の存置

霞堤の

存置

霞堤の

存置

基準地点

主要地点

三

河

湾

2,100
（2,450）

4,350
（4,650）

4,300
（4,650）

豊川

1,700
（1,800）

石
田

当
古

豊
橋

正
岡

河道配分流量（単位：m3/s）

( )内：河川整備計画
の目標流量

霞堤の

存置 霞堤の存置

霞堤の

存置

霞堤の

存置

基準地点

主要地点

基準地点

主要地点

三

河

湾

2,050
（2,450）

3,450
（4,650）

4,650
（4,650）

豊川

1,400
（1,800）

石
田

当
古

豊
橋

正
岡

河道配分流量（単位：m3/s）

( )内：河川整備計画
の目標流量

霞堤の存置

３霞堤遊水地＋輪中堤

基準地点

主要地点

三

河

湾

2,050
（2,450）

3,450
（4,650）

4,650
（4,650）

豊川

1,400
（1,800）

石
田

当
古

豊
橋

正
岡

河道配分流量（単位：m3/s）

( )内：河川整備計画
の目標流量

霞堤の存置

３霞堤遊水地＋輪中堤

豊川

4,600
(4,650)

4,650
(4,650)

2,450
(2,450)

1,800
(1,800)

■基準地点
●主要地点

（）内：河川整備計画
の目標流量

流域を中心とした対策
・水田の保全（機能向上）

石
田
■

当
古
●

豊
橋
●

三

河

湾

霞堤の
存置

霞堤の
存置

霞堤の
存置

●
正
岡

河道配分流量 （単位 ： m3/s）

豊川

4,600
(4,650)

4,650
(4,650)

2,400
(2,450)

1,800
(1,800)

■基準地点
●主要地点

（）内：河川整備計画
の目標流量

石
田
■

当
古
●

豊
橋
●

三

河

湾

霞堤の
存置

霞堤の
存置

霞堤の
存置

●
正
岡

河道配分流量 （単位 ： m3/s）

【輪中堤】 

【流域を中心とした対策】 
・水田の保全（機能向上） 
水田面積約 800ha 
水田貯留量約 120 万 m3 

・遊水地内に設置 

【豊川流域上流の既設ダムの
有効活用】 
・宇連ダム、大島ダムのかさ上げ 

【遊水地】 
・３霞堤遊水地化 
遊水地面積約 4.9km2 
遊水地貯水容量約 1,800 万 m3 

現 行 かさ上げ後

洪水時満水位 洪水時満水位

かさ上げ高

(4.9～8.0m)
現 行 かさ上げ後

洪水時満水位 洪水時満水位

かさ上げ高

(4.9～8.0m)

畦畔

畦畔の嵩上げ

排水路

洪水時に貯留

道路 15cm
畦畔

畦畔の嵩上げ

排水路

洪水時に貯留

道路 15cm

計画高水位

河畔林

平水位

引堤

計画高水位

河畔林

平水位

計画高水位

河畔林

平水位

引堤

現況堤

防

新堤

【河道改修（河道の掘削）】 【河道改修（河道の掘削）】 【河道改修（河道の掘削）】 【河道改修（引堤）】 

【放水路改築】

掘削河道の河床高

掘削量
h=0.25m

5m 110m
～170m 5m

放水路1.0kp～2.0kp
矢板護岸

掘削河道の河床高

掘削量
h=0.25m

5m 110m
～170m 5m

放水路1.0kp～2.0kp
矢板護岸

■分派堰改築イメージ

固定堰固定堰固定堰

掘削河道の河床高

掘削量
h=0.25m

5m 110m
～170m 5m

放水路1.0kp～2.0kp
矢板護岸

掘削河道の河床高

掘削量
h=0.25m

5m 110m
～170m 5m

放水路1.0kp～2.0kp
矢板護岸

■分派堰改築イメージ

固定堰固定堰固定堰

■分派堰改築イメージ

固定堰固定堰固定堰

【河道改修（河道の掘削）】

【内訳】（河川整備計画残事業費含む）

項目 工種

掘削 350 千m3

盛土 15 千m3

護岸 1 式

付帯工事 橋梁 4 橋

樋門・樋管 4 基

支川排水対策 1 式

霞堤対策 1 式

その他 IT施設、樹木伐採等 1 式

用地補償費 1 式

間接費・諸経費 1 式

合計

土工

数量

【内訳】（河川整備計画残事業費含む）

項目 工種

掘削 1,760 千m3

盛土 100 千m3

護岸 1 式

付帯工事 橋梁、鉄塔等 1 式

樋門・樋管 4 基

支川排水対策 1 式

霞堤対策 1 式

その他 IT施設、樹木伐採等 1 式

用地補償費 1 式

間接費・諸経費 1 式

合計

土工

数量

【内訳】（河川整備計画残事業費含む）

項目 工種

掘削 1,590 千m3

盛土 900 千m3

護岸 1 式

付帯工事 橋梁、鉄塔等 1 式

樋門・樋管 32 基

支川排水対策 1 式

霞堤対策 1 式

その他 IT施設、樹木伐採等 1 式

用地補償費 1 式

間接費・諸経費 1 式

合計

土工

数量

【内訳】（河川整備計画残事業費含む）

項目 工種

掘削 1,720 千m3

盛土 100 千m3

護岸 1 式

付帯工事 橋梁、鉄塔等 1 式

樋門・樋管 4 基

支川排水対策 1 式

霞堤対策 1 式

その他 IT施設、樹木伐採等 1 式

用地補償費 1 式

間接費・諸経費 1 式

合計

土工

数量

【内訳】（河川整備計画残事業費含む）

項目 工種

掘削 804 千m3

盛土 100 千m3

護岸 1 式

付帯工事 橋梁等 1 式

樋門・樋管 4 基

支川排水対策 1 式

霞堤対策 1 式

その他 IT施設、樹木伐採等 1 式

用地補償費 1 式

間接費・諸経費 1 式

合計

土工

数量

【内訳】（河川整備計画残事業費含む）

項目 工種

掘削 386 千m3

盛土 1,089 千m3

護岸 1 式

付帯工事 橋梁 4 橋

樋門・樋管 7 基

支川排水対策 1 式

霞堤対策 1 式

その他 IT施設、樹木伐採等 1 式

用地補償費 1 式

間接費・諸経費 1 式

合計

土工

数量

【内訳】（河川整備計画残事業費含む）

項目 工種

掘削 2,033 千m3

盛土 100 千m3

護岸 1 式

付帯工事 橋梁、鉄塔等 1 式

樋門・樋管 4 基

支川排水対策 1 式

霞堤対策 1 式

その他 IT施設、樹木伐採等 1 式

用地補償費 1 式

間接費・諸経費 1 式

合計

土工

数量
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抽出した新規利水対策案の概要 

 

※完成までに要する費用については、平成 23 年度以降の残事業費である。

項目 
（下段は概略評

価時の名称） 

現計画（ダム案）【設楽ダム案】 
河川整備計画 
（設楽ダム） 

対策案５【地下水取水案】 
地下水取水案 

対策案６【ため池案】 
ため池案 

対策案１２【宇連ダム再開発＋ため池案】 
ダム再開発（宇連ダム）＋ため池案 

概要 新規利水開発量を確保するため、設楽ダムにより

容量を確保する。 
伏流水や河川水に影響を与えないよう配慮しつ

つ、井戸の新設等により、必要量を確保する。 
既設の平均的な規模のため池を新設して必要な容

量を確保する。 
既存ダム（宇連ダム）のかさ上げに加え、既存の平均的な

規模のため池を設置し必要量を確保する。 

整備内容 設楽ダム位置図 

豊
川

（寒
狭

川
）

宇
連

川

設楽ダム

想定氾濫区域

利水地域市町

豊川流域

凡 例

想定氾濫区域

利水地域市町

豊川流域

凡 例

 
設楽ダムの諸元 

 

ダム高
約129m

ダム天端EL.448.0m
サーチャージ水位EL.444.0m

常時満水位

EL.437.0m

洪水調節容量
1,900万m3

流水の正常な機能の維
持の容量 6,000万m

3

堆砂容量600万m3

有効貯水容量
9,200万m3

最低水位

EL.377.0m

基礎地盤高

EL.319.0m

新規利水容量
1,300万m

3

（かんがい700万m
3
、

水道600万m
3
）

 

地下水取水位置図 

地下水
の想定範囲  

 

地下水源イメージ 
新規利水の主な事業内容 
・施設規模  ：1,300 万 m3 
 

ため池位置図 

ため池
の想定範囲

 
ため池の設置イメージ 

■新規利水の主な事業内容 
・施設規模  ：1,300 万 m3 
・ため池   ：1,200 箇所 

 

宇連ダム再開発、ため池位置図 

ため池
の想定範囲

宇連ダム
再開発

利水容量

堆砂容量

新規容量

既
設
ダ
ム

かさ上げ後のダム

 

ダムのかさ上げイメージ ため池の設置イメージ

かさ上げ後堤高
（現堤高／かさ上げ高）

かさ上げ後容量
（現容量）

新規利水 宇連ダム
76ｍ

（65ｍ／+11ｍ）
4,000万ｍ

3

(2,842万ｍ
3
)

ため池設置数
新規利水 130箇所  

完成するまで

に要する費用 
事業費 約 410 億円（新規利水分） 

 
事業費 約 450 億円 

 
事業費 約 560 億円 事業費 約 540 億円 
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抽出した流水の正常な機能維持対策案の概要 

 

 

※完成までに要する費用については、平成 23 年度以降の残事業費である。 

項目 
（下段は概略評

価時の名称） 

現計画（ダム案）【設楽ダム案】 
河川整備計画 
（設楽ダム） 

対策案５【地下水取水案】 
地下水取水案 

対策案６【ため池案】 
ため池案 

対策案１２【宇連ダム再開発＋ため池案】 
ダム再開発（宇連ダム）＋ため池案 

概要 流水の正常な機能の維持の必要な流量を確保する

ため、設楽ダムにより容量を確保する。 
伏流水や河川水に影響を与えないよう配慮しつ

つ、井戸の新設等により、必要量を確保する。 
既設の平均的な規模のため池を新設して必要な容

量を確保する。 
既存ダム（宇連ダム）のかさ上げに加え、既存の平均的な

規模のため池を設置し必要量を確保する。 

整備内容 設楽ダム位置図 

豊
川

（寒
狭

川
）

宇
連

川

設楽ダム

想定氾濫区域

利水地域市町

豊川流域

凡 例

想定氾濫区域

利水地域市町

豊川流域

凡 例

 
設楽ダムの諸元 

 

ダム高
約129m

ダム天端EL.448.0m
サーチャージ水位EL.444.0m

常時満水位

EL.437.0m

洪水調節容量
1,900万m3

流水の正常な機能の維
持の容量 6,000万m

3

堆砂容量600万m3

有効貯水容量
9,200万m3

最低水位

EL.377.0m

基礎地盤高

EL.319.0m

新規利水容量
1,300万m

3

（かんがい700万m
3
、

水道600万m
3
）

 

地下水取水位置図 

地下水
の想定範囲  

 

地下水源イメージ 
正常流量の主な事業内容 
・施設規模  ：6,000 万 m3 
 

ため池位置図 

ため池
の想定範囲

 

 
ため池の設置イメージ 

■正常流量の主な事業内容 
・施設規模  ：6,000 万 m3 
・ため池   ：5,500 箇所 

 

宇連ダム再開発、ため池位置図 

 

ため池
の想定範囲

宇連ダム
再開発

利水容量

堆砂容量

新規容量

既
設
ダ
ム

かさ上げ後のダム

 

ダムのかさ上げイメージ ため池の設置イメージ

 
 
 

ため池設置数
流水の正常な
機能の維持

4,400箇所
 

完成するまで

に要する費用 
事業費 約 1,000 億円 

（流水の正常な機能の維持分） 
事業費 約 1,700 億円 

 
事業費 約 2,600 億円 事業費 約 2,600 億円 

 

 かさ上げ後堤高
（現堤高／かさ上げ高）

かさ上げ後容量
（現容量）

流水の正常な
機能の維持

宇連ダム
76ｍ

（65ｍ／+11ｍ）
4,000万ｍ3

(2,842万ｍ3)


